
修士論文（要旨） 

２００９年１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービス利用高齢者における 

転倒予防自己効力感の向上を目的とした介入の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 渡辺修一郎 教授 

 

国際学研究科 

老年学専攻 

207J6015 

村上泰子 

 1



目次 

 

Ⅰ．研究背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

Ⅱ．研究目的と意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

Ⅲ．研究方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

Ⅳ．研究結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

Ⅴ．考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

Ⅵ．参考文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

 2



 1

Ⅰ．研究背景 

高齢期の転倒予防は身体面のみならず、転倒に対する心理的な側面も含めて総合的に考える

必要がある。外出活動の制限や生活の質の低下につながる問題として、転倒に対する恐怖感（以

下、転倒恐怖感）が指摘され 1-3)、その表出を連続的に捉えるため、転倒予防に対する自信（以

下、転倒予防自己効力感）を用い具体的に測定する方法が開発された 19)。転倒予防自己効力感

に着目した介入方法を用い、その効果を検討した報告は未だ少なく 27)、身体機能低下が顕在化

し、転倒予防自己効力感の低下が高頻度で生じる、施設利用虚弱高齢者に対する転倒予防自己

効力感を向上させるための介入研究は行われていない。 

Ⅱ．研究目的と意義 

デイサービス利用地域在住高齢者に対する、転倒予防自己効力感の向上を目的とした介入の

効果について検討する。本研究により、転倒予防自己効力感を向上させる介入方法が有用であ

ることが確認され得るならば、地域在住高齢者の日常生活活動範囲や QOL の維持、向上を目指

す介入プログラムの一つとして今後推進される意義が大きいと考える。 

Ⅲ．研究方法 

対象は、サービス内容に大差のない 2 ヶ所のデイサービスを利用者する 65 歳以上の要支援

の地域高齢者、介入群（32 名）、対照群（39 名）とした。利用施設により群の割り付けを行い、

認知機能が著しく低下した者、歩行に介助が必要な者は除外し、書面による研究内容の十分な

説明を行った後、同意を得た。2008 年 1 月から 6月に渡り、対照群には通常の運動指導中心の

サービスを、介入群には通常サービスに加え、転倒予防自己効力感に対するプログラムを実施

した。介入プログラムは、転倒予防自己効力感に対する働きかけ 20,27)を中心とした。聞き取り

調査にて、基本属性（性、年齢、要介護度、基礎疾患、利用期間など）、転倒予防自己効力感

（Modified Falls Efficacy Scale12,38)：以下、MFES）、転倒歴、転倒による怪我の経験、転倒

恐怖による外出自粛の程度 11)、老研式活動能力指標 39)、健康度自己評価、日本語版「WHO-5 精

神的健康状態表」40)を聴取し、身体機能として握力、Functional Reach Test、5m 最大歩行時

間を測定した。2007 年 12 月に初回調査を、2008 年 4 月に 3ヶ月後調査を、2008 年 7 月に 6ヶ

月後調査を実施した。 

各群の対象者特性の比較にはχ2 検定、各測定値の変化については対応のあるｔ検定、介入

の有無による各項目の変化量の差についてはｔ検定にて比較した。さらに、介入の有無を独立

変数とし、初回調査時の測定値を調整した一般線形モデルにて MFES 得点の変化量、及び老研

式活動能力指標得点の変化量の推移を検討した。解析は SPSS Ver16.0J を用いた。 

Ⅳ．研究結果 

全調査を終了した対象者は介入群 21 名（男性 8名、女性 12 名、平均年齢 76.8 歳）、対照群

30 名（男性 13 名、女性 18 名、平均年齢 81.2 歳）であった。介入群では握力が有意に増加し、

対照群では 5m 最大歩行時間が有意に減少し、両群とも身体機能の向上がみとめられた。MFES

得点は、介入群では増加し対照群では減少しており（6 ヶ月後の変化量 +3.8 vs. -1.8）、介

入の有無により差が生じている傾向があった（p=0.090）。老研式活動能力指標総得点及び下

位尺度の「社会的役割」得点は、介入群では増加したのに対し対照群では減少し、介入期間の

経過とともに効果に有意な差が生じていた。 

Ⅴ． 考察 

本研究の介入プログラムは、自己効力感を生み出すとされる「制御体験」、「代理体験」、「社



会的説得」、「生理的・感情的状態の自覚」の情報源 20,27)に基づいた、転倒予防自己効力感に関

する働きかけを中心としたプログラムであり、有効性のある内容であったと考える。両群にお

いて身体機能向上が認められ、さらに介入群では転倒予防自己効力感が向上傾向を示し、老研

式活動能力指標が対照群より有意に向上していたことから、要支援者の介護予防を目指す自立

支援において、本研究介入プログラムのように、身体機能とその能力を発揮する高次生活機能

を視野に入れた介入方法の必要性があると考える。さらに、介入群の対象者は、プログラムへ

の自主的な関わりを通して主体的に参加する機会となり、その波及効果として「社会的役割」

という活動能力の向上がみとめられたのだと考える。転倒予防自己効力感は、対象者各々の内

発的な気づきの差異や、介入プログラムの段階的な方法などに影響され、向上していく段階が

存在しているのではないかと考えられるため、今後はさらなる長期的なプログラムを実施する

ことにより、より効果的な転倒予防自己効力感への介入方法を検討していく必要がある。 
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